
６月定例会のあらまし

　６月定例会を、６月５日から６月 23
日までの 19 日間開催し、市長から６
月 17日の追加提案を含め、平成 21年
度一般会計補正予算など議案 30 件が
提案されました。第２弾スーパープレ
ミアム付き商品券の発行事業、新型イ
ンフルエンザ対策としての備蓄物資購
入事業、市立病院への緩和ケア病棟の
設置や経済・雇用対策としての公共事
業の前倒しなどについて審議を行い、
全議案とも原案のとおり可決・承認・
同意しました。
　また、一般質問には、26人の議員が
登壇し、活発な議論が展開されました。
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安
心
で
い
き
い
き
と
し
た

暮
ら
し
づ
く
り
に
つ
い
て

保
育
園
の

民
営
化
に
つ
い
て

　

６
月
定
例
会
で
は
、
26
人
の
議

員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
誌

で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て
の
質

問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　

議
事
録
の
全
文
は
、
８
月
下
旬

よ
り
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

6 月定例会
一般質問

福祉・医療 …………… Ｐ 2～Ｐ 3
経済・観光 …………… Ｐ 3～Ｐ 4
農　　　業 …………………… Ｐ 5
まちづくり …………………… Ｐ 6
安全・安心 …………………… Ｐ 7
教　　　育 …………… Ｐ 7～Ｐ 8
行財政改革 …………… Ｐ 8～Ｐ 9
人　　　権 …………………… Ｐ 9
次世代育成 …………………… Ｐ 9
国 際 交 流 …………………… Ｐ 9

福

祉

・

医

療

秋山　智博
（無所属）

父
子
家
庭
の
現
状
と

支
援
に
つ
い
て

　
　

父
子
家
庭
へ
の
児
童
扶
養

手
当
制
度
の
創
設
や
、
母
子
寡

婦
福
祉
小
口
資
金
貸
付
金
の
貸

付
対
象
の
拡
大
は
で
き
な
い
の

か
。
ま
た
、
父
子
家
庭
へ
の
支

援
制
度
が
充
実
し
て
い
る
他
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
伺
う
。

問

　
　
（
市
長
）
国
の
補
助
が
な

い
中
、
父
子
家
庭
に
対
し
、
市

独
自
で
児
童
扶
養
手
当
並
の
支

援
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
実
施

可
能
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

他
市
の
制
度
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答

谷口　秀夫
（公明党）

伊藤　幾子
（共産党）

事
業
の
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
の
導
入
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
地
域
支
援
事
業
に

は
、
介
護
予
防
事
業
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
３
分

野
が
あ
る
。
介
護
予
防
で
は
、

お
た
っ
し
ゃ
教
室
な
ど
の
取
り

組
み
が
運
動
機
能
の
維
持
改
善

に
効
果
が
あ
る
と
い
う
結
果
が

出
た
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
、
鳥
取
こ
や
ま
地
域
包
括

答

問　

保
育
園
の
民
営
化
に
よ

り
、
国
・
県
か
ら
の
特
定
財
源

が
充
当
さ
れ
、
本
市
の
一
般
財

源
か
ら
の
持
ち
出
し
が
減
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
財
源
を
ど
う
使

う
の
か
。

答
（
市
長
）
本
市
の
一
般
財
源

か
ら
の
持
ち
出
し
が
減
る
こ
と

問答

生活福祉資金貸付制度の申請書類

今年度開設された鳥取こやま地域包括支援センター

民営化が予定されている公立保育園

　

母
子
寡
婦
福
祉
小
口
資
金
貸

付
制
度
の
父
子
家
庭
へ
の
対
象

拡
大
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。
な
お
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
は
、
父
子
家
庭
も

貸
付
対
象
と
し
た
生
活
福
祉
資

金
貸
付
制
度
が
あ
る
の
で
、
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
た
。

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
、
相
互

扶
助
的
な
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中

で
、
お
互
い
に
助
け
合

い
、
支
え
合
い
を
評
価

す
る
と
い
う
新
し
い
仕

組
み
で
あ
り
、
こ
の
新

し
い
制
度
を
十
分
活
用

す
る
こ
と
も
、
市
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

問　

介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
支
援

問
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介
護
保
険
に
つ
い
て

市
立
病
院
の

現
状
に
つ
い
て

工
業
用
水
道
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て

村口　英子
（共産党）

金谷　洋治
（清和会）

有松　数紀
（清和会）

経

済

・

観

光

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
に
つ
い
て

田村　繁已
（公明党）

問　

本
市
で
は
、
こ
の
商
品
券

が
、
景
気
浮
上
に
ど
の
よ
う
な

効
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
。

ま
た
、
第
２
弾
発
行
に
向
け
て

市
民
か
ら
の
意
見
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
実
施
す
る

の
か
。

答
（
市
長
）
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
は
、
地
元
の

企
業
や
店
舗
等
で
多
く
使
わ

れ
、
消
費
や
売
上
の
拡
大
に
成

果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

第
２
弾
の
商
品
券
は
、
第
１

弾
の
２
倍
の
発
行
規
模
で
10
億

円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
が
20
％

と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
て

い
る
。
市
民
の
方
々
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
、
事
前
の
申
し
込

み
な
ど
に
よ
り
購
入
を
希
望
す

る
方
に
こ
の
商
品
券
が
購
入
で

問答

東部医療圏の急性期医療を支える市立病院

問　

河
原
工
業
団

地
の
工
業
用
水
道

の
整
備
は
、
政
策

と
し
て
団
地
の
分

譲
時
期
に
合
わ
せ

て
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。
事
業
主

体
の
県
企
業
局
へ

強
く
働
き
か
け
る

べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答
（
市
長
）
工
業

団
地
が
分
譲
で
き

問答

る
時
期
に
は
、
工
業
用
水
道
が

整
備
さ
れ
て
い
る
状
態
に
し
た

い
、
と
い
う
の
が
我
々
の
思
い

で
あ
る
。

　

高
速
道
路
開
通
に
よ
る
京
阪

神
か
ら
の
輸
送
条
件
が
改
善
さ

れ
る
点
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
内
需

型
産
業
の
誘
致
を
進
め
、
地
域

経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な

げ
る
た
め
に
も
、
河
原
工
業
団

地
造
成
時
に
あ
わ
せ
た
工
業
用

水
道
の
整
備
を
県
企
業
局
に
要

請
し
て
い
き
た
い
。

消費や売上拡大に成果があった
スーパープレミアム付き商品券

に
よ
っ
て
生
じ
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
他
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン

ス
も
図
り
な
が
ら
公
立
、
私

立
、
両
方
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
あ
る
い
は
保
育
士
の
処

遇
改
善
、
保
育
園
の
施
設
整
備

な
ど
、
優
先
度
の
高
い
市
政
課

題
で
あ
る
子
育
て
支
援
に
向
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

介
護
保
険
制
度
は
今
年
で

10
年
目
を
迎
え
、
家
族
介
護
者

や
利
用
者
の
負
担
が
増
え
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
今
年
４
月
に

見
直
さ
れ
た
制
度
の
特
徴
と
問

題
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）
今
回
の
介
護
保
険

制
度
の
見
直
し
で
は
、
介
護
報

酬
の
改
定
と
要
介
護
認
定
制
度

の
改
定
の
２
点
が
主
な
も
の
で

あ
る
。

問答

　

介
護
報
酬
の
改
定
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
専
門
職
員

の
割
合
や
経
験
年
数
に
基
づ

き
、
事
業
者
の
判
断
に
よ
っ
て

加
算
が
で
き
る
仕
組
み
が
新
た

に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が

介
護
従
事
者
の
人
材
確
保
や
処

遇
改
善
に
つ
な
が
る
と
期
待
し

た
い
。

　

要
介
護
認
定
制
度
の
改
定
で

は
、
認
定
調
査
項
目
の
14
項
目

が
削
減
さ
れ
、
新
た
に
６
項
目

が
追
加
さ
れ
る
な
ど
判
定
方
法

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　

新
た
な
基
準
の
導
入
に
よ

り
、
実
態
よ
り
軽
度
に
認
定
さ

れ
る
な
ど
の
懸
念
が
生
じ
た
た

め
、
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

鳥
取
市
立
病
院
に
お
い
て

は
東
部
圏
域
の
協
議
に
よ
り
、

問

当
面
は
統
合
・
再
編
は
な
い
と

理
解
し
て
い
る
が
、
市
立
病
院

が
縮
小
化
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う

で
は
、
地
域
住
民
の
健
康
・
福

祉
は
守
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

市
立
病
院
は
、
統
廃
合
を
含
む

再
編
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
（
病
院
事
業
管
理
者
）
現
在

の
東
部
医
療
圏
の
医
療
水
準
、

特
に
急
性
期
医
療
に
つ
い
て

は
、
市
立
病
院
、
県
立
中
央
病

院
、
鳥
取
赤
十
字
病
院
及
び
鳥

取
生
協
病
院
が
中
心
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
特
徴
を
生
か

し
支
え
合
う
こ
と
で
、
均
衡
が

保
た
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、

市
立
病
院
が
な
く
な
る
よ
う
で

答

は
、
こ
の
均
衡
が
失
わ
れ
、
地

域
の
市
民
の
健
康
・
福
祉
は
守

ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
厳
し
い
経
営
環
境
で

は
あ
る
が
、
市
立
病
院
単
独
で

の
改
善
は
十
分
可
能
と
判
断
し

て
お
り
、
単
独
で
の
運
営
を
し

て
い
き
た
い
。
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公
共
交
通
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

来
年
度
の
観
光
の

展
開
に
つ
い
て

地
産
地
消
に
よ
る

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

森本　正行
（こう風）

西田　正人
（清和会）

川瀬　滋子
（きずな）

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
購
入

方
法
や
購
入
限
度
額
な
ど
を
見

直
す
と
と
も
に
、
使
用
可
能
な

対
象
店
舗
の
拡
大
な
ど
に
つ
い

て
発
行
元
の
商
店
街
振
興
会
な

ど
と
細
部
を
詰
め
、
改
善
を

図
っ
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

て
い
き
た
い
。
こ
う
し
た
駐
車

場
を
有
す
る
民
間
事
業
所
の
協

力
が
い
た
だ
け
る
と
な
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
心
強
い
と

思
う
。

　

具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
計
画
や

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
計
画
な
ど

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
個
別

に
相
談
を
す
る
こ
と
が
協
力
を

得
ら
れ
る
道
だ
と
思
う
の
で
、

提
案
を
踏
ま
え
早
速
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

本
市
の
伝
統
的
産
品
で
あ

る
酒
、
和
紙
、
陶
磁
器
、
木
工
・

竹
・
編
み
製
品
な
ど
は
、
県
内

の
３
分
の
１
を
占

め
て
お
り
、
特
に

因
州
和
紙
の
画
仙

用
紙（
書
道
用
紙
）

は
、
そ
の
生
産
量

が
日
本
一
と
な
っ

て
い
る
。

 

そ
こ
で
、
鳥
取

市
の
歴
史
に
誇
る

尾
崎
放
哉
と
因
州

和
紙
を
全
国
発

信
す
る
書
道
展

「（
尾
崎
）
放
哉
を

書
く
」
の
機
会
を

問

光
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

答
（
市
長
）
今
後
は
、
観
光
の

担
当
部
局
と
観
光
協
会
が
連
携

し
て
、
鳥
取
・
因
幡
の
祭
典
で

培
っ
た
取
り
組
み
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
集
約
し
、
外
国
人
観
光
客
を

含
め
た
受
け
入
れ
体
制
を
整
備

し
、
但
馬
地
域
と
の
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
や
姫
路
市
・
岡
山

市
と
の
３
都
市
連
携
の
取
り
組

み
な
ど
、
広
域
観
光
を
強
力
に

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
す
す

め
る
た
め
、
今
ま
で
蓄
積
さ
れ

答

1,000 台以上収容可能な大規模事業所の社員駐車場

多くの観光客で賑わった世界砂像フェスティバル

因州和紙を使用したランプシェード

利
用
し
、
街
道
や
店
内
に
和
紙

を
使
っ
た
木
工
製
や
竹
細
工
製

の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
置
い
た

り
、
尾
崎
放
哉
散
策
と
伝
統
的

産
品
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
企
画
す

る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
い
ず
れ
も
大
変
魅

力
の
あ
る
提
案
で
あ
り
、
現
在

進
行
中
の
企
画
な
ど
と
連
携
を

と
る
な
ど
、
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

 

書
道
展
「
放
哉
を
書
く
」
に

様
々
な
ツ
ア
ー
を
結
び
付
け
る

な
ど
、
和
紙
、
竹
細
工
、
木
工

製
品
、
地
元
の
食
な
ど
が
つ
な

が
っ
た
楽
し
い
催
し
に
な
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

答

問　

鳥
取
自
動
車
道
が
今
年
度

末
に
は
、
ほ
ぼ
完
成
す
る
こ

と
に
な
り
、
本
市
の
観
光
は
来

年
度
よ
り
新
た
な
局
面
を
迎
え

る
。
来
年
度
以
降
、
本
市
の
観

問

問　

観
光
シ
ー
ズ
ン
や
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
９
月
や
５

月
の
連
休
な
ど
に
、
連
休
期
間

中
は
使
わ
れ
な
い
１
０
０
０
台

以
上
収
容
可
能
な
市
内
の
大
規

模
事
業
所
の
社
員
駐
車
場
を
借

り
、
そ
こ
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
す
れ
ば
、
鳥
取
砂
丘
周

辺
な
ど
の
交
通
渋
滞
が
大
幅

に
緩
和
さ
れ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
（
市
長
）
大
変
歓
迎
す
べ
き

提
案
で
あ
り
、
真
剣
に
検
討
し

問答

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
発
展

さ
せ
て
い
く
よ
う
な
組
織
の
立

ち
上
げ
に
向
け
、
調
整
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
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農
　

　

　

業

第
1
次
産
業
へ
の

振
興
策
に
つ
い
て

上田　孝春
（民主・民世会）

問　

地
産
地
消
の
推
進
に
向

け
、
公
共
施
設
等
へ
の
取
り
組

み
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
地
元
農
家

と
の
契
約
栽
培
の
推
進
を
す
べ

問

き
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）
農
業
は
鳥
取
市
に

お
い
て
大
き
な
産
業
と
位
置
づ

け
て
お
り
、
担
い
手
の
確
保
と

育
成
、
認
定
農
業
者
を
増
や
し

て
い
く
取
組
み
を
充
実
さ
せ
た

い
。

　

ま
た
地
元
農
家
と
の
契
約
栽

培
を
推
進
し
、
認
定
農
家
等
の

農
業
所
得
の
向
上
を
図
り
た

い
。
具
体
的
に
は
公
共
施
設
等

に
お
け
る
地
元
食
材
活
用
の
推

進
に
つ
い
て
保
育
園
、
学
校
、

病
院
、
福
祉
施
設
等
の
外
郭
団

体
に
も
幅
を
広
げ

た
い
と
考
え
て
い

る
。
今
後
鳥
取
ブ

ラ
ン
ド
農
産
物
の

生
産
流
通
に
重
点

を
置
い
た
施
策
が

柱
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

答

米
飯
給
食
の

推
進
に
つ
い
て

房安　　光
（こう風）

週
５
回
す
べ
て
が
地
元
の
米
を

材
料
と
し
た
御
飯
か
パ
ン
の
給

食
に
な
る
。

水
田
フ
ル
活
用
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

下村　佳弘
（清和会）

問　

国
の
補
正
予
算
に
お
い

て
、
大
豆
、
麦
等
を
食
料
自
給

率
の
向
上
を
図
る
戦
略
作
物
と

位
置
づ
け
生
産
振
興
を
図
る
、

水
田
フ
ル
活
用
事
業
が
予
算
化

問

問　

本
市
は
既
に
週
4
回
の
米

飯
給
食
を
実
施
し
て
い
る
が
、

農
林
水
産
省
に
よ
る
電
気
炊
飯

器
を
使
用
し
た
米
飯
学
校
給
食

の
推
進
事
業
を
活
用
し
、
週
５

回
完
全
実
施
が
で
き
な
い
も
の

か
。

答
（
市
長
）
電
気
炊
飯
器
を
使

用
し
、
学
校
給
食
を
米
飯
で
す

べ
て
行
う
場
合
、
実
施
に
伴
う

施
設
整
備
な
ど
を
要
す
ほ
か
、

保
護
者
の
方
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
学
校
給
食
の
費
用

な
ど
へ
の
影
響
が
あ
る
。児
童
、

生
徒
、
保
護
者
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
検
討
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
12
月
か
ら
、
週

１
回
の
パ
ン
給
食
を
す
べ
て
米

粉
パ
ン
で
行
う
た
め
の
予
算
計

上
を
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、

問答

地元食材を活用した地産地消の店の看板

地元の米を材料とした給食

食料自給率向上が期待される水田フル活用

さ
れ
た
。
本
市
と

し
て
、
食
料
自
給

率
向
上
に
向
け
た

水
田
フ
ル
活
用
に

つ
い
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。

答
（
市
長
）
水
田

フ
ル
活
用
と
い
う

発
想
が
は
っ
き
り

打
ち
出
さ
れ
、
転

作
作
物
に
助
成
金

答

を
上
乗
せ
す
る
事
業
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

上
乗
せ
分
の
対
象
と
な
る
飼

料
作
物
、
麦
、
大
豆
は
い
ず
れ

も
自
給
率
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
は
、

今
後
と
も
Ｊ
Ａ
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
生
産
拡
大
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

水
田
の
フ
ル
活
用
の
た
め
に

は
一
定
の
体
制
整
備
が
必
要
と

な
る
が
、
フ
ル
活
用
を
促
進

す
る
手
だ
て
と
し
て
、
こ
の
事

業
は
重
要
な
も
の
と
考
え
て
お

り
、
活
用
を
図
り
た
い
。
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ま

ち

づ

く

り

問　

集
合
住
宅
の
水
道
料
金

は
、
戸
建
住
宅
よ
り
高
く
な
る

場
合
が
あ
り
、
そ
の
不
公
平
を

是
正
す
る
特
例
制
度
が
あ
る

が
、
３
１
６
５
棟
の
集
合
住
宅

問

文
化
施
設
の

整
備
強
化
に
つ
い
て

集
合
住
宅
の

水
道
料
金
に
つ
い
て

バ
ス
ダ
イ
ヤ
の

改
正
に
つ
い
て

高見　則夫
（清和会）

児島　　良
（市民会議）

中村　晴通
（市民会議）

た
と
判
断
で
き

る
。
今
後
の
旧

市
立
病
院
跡
地

の
利
用
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
併
せ

て
県
立
美
術
館

の
誘
致
に
つ
い

て
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え

中
、
半
分
以
下
の
１
３
６
０
棟

し
か
届
け
出
さ
れ
て
い
な
い
。

周
知
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
う
取
り

組
む
の
か
。

答
（
水
道
事
業
管
理
者
）
特
例

料
金
制
度
の
周
知･

広
報
に
つ

い
て
は
、
水
道
局
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
水
道
使
用
量

の
お
知
ら
せ
の
裏
面
に
掲
載
す

る
な
ど
の
ほ
か
、
給
水
装
置
工

事
申
し
込
み
時
に
指
定
工
事
事

業
者
を
通
じ
、

集
合
住
宅
所
有

者
に
対
し
周
知

を
行
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
に
加

え
今
後
は
、
給

水
装
置
工
事
の

竣
工
検
査
後
、

特
例
料
金
制
度

の
適
用
が
可
能

と
思
わ
れ
る
ア

パ
ー
ト
等
の
所

有
者
に
対
し
、
特
例
料
金
の
仕

組
み
を
説
明
し
た
文
書
及
び
届

け
出
用
紙
の
送
付
を
行
う
な

ど
、
周
知
を
徹
底
し
て
い
き
た

い
。

答

問　

市
民
会
館
の
耐
震
改
修
工

事
を
実
施
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、

従
来
の
旧
鳥
取
市
立
病
院
跡
地

を
利
用
す
る
構
想
は
な
く
な
っ

問

耐震改修工事が予定されている市民会館

特例料金のしくみを周知するチラシ

ダイヤ改正で減便となった路線バス

問　

４
月
１
日
か
ら
住
民
に
何

の
説
明
も
な
い
ま
ま
一
方
的

に
減
便
や
ダ
イ
ヤ
変
更
が
行
わ

れ
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
通

院
患
者
や
児
童
・
生
徒
な
ど
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

事
前
に
住
民
に
通
知
や
協
議
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

問

庁
所
在
都
市
で
あ
る
本
市
に
是

非
と
も
早
期
に
設
置
さ
れ
る
よ

う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

答
（
市
長
）
今
回
の
減
便
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
が
少
な
く
赤

字
が
か
さ
ん
だ
た
め
、
と
い
う

こ
と
は
理
解
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
周
知
方
法

に
つ
い
て
、
改
正
の
１
週
間
前

に
周
知
文
書
を
バ
ス
停
に
掲
示

し
た
だ
け
で
あ
り
、
周
知
し
た

と
は
言
え
な
い
対
応
で
、
遺
憾

に
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
地
元
へ
の
周
知
を
行
い
、

地
元
の
要
望
や
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
、
地
元
住
民
が
利
用
し
や

す
い
運
行
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
調
整

を
図
る
よ
う
、
バ
ス
事
業
者
に

対
し
強
く
要
請
を
し
た
い
。

答

て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）
市
民
会
館
は
、
耐

震
改
修
に
よ
っ
て
耐
震
性
を
確

保
し
、
引
き
続
き
有
効
に
活
用

す
る
も
の
と
し
、
旧
市
立
病
院

跡
地
は
今
後
と
も
活
用
の
道
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

県
立
美
術
館
は
全
県
的
な
文

化
芸
術
拠
点
と
し
て
、
そ
の
必

要
性
を
県
で
も
認
識
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
交
通
の
利
便

性
、
ま
ち
づ
く
り
、
中
心
市
街

地
活
性
化
な
ど
を
考
慮
し
、
県

答
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者
な
ど
の
特
定
配
慮

者
に
は
最
優
先
で
配

布
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、

最
優
先
で
マ
ス
ク
配

布
す
る
対
象
と
配
布

枚
数
は
い
く
ら
か
。

答
（
市
長
）
妊
婦
、

人
工
透
析
患
者
、
さ

ら
に
20
歳
未
満
の

気
管
支
喘
息
、
慢
性

腎
疾
患
、
糖
尿
病
な

ど
の
特
定
疾
病
患
者

答 新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

緊
急
対
応
に
つ
い
て

国
民
保
護
等
調
査

検
討
委
員
会
に
つ
い
て

両川　洋々
（民主・民世会）

寺垣　健二
（民主・民世会）

安

全

・

安

心

な
ど
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
る
と
重
い
症
状
に
な
り
や
す

い
、
ま
た
そ
の
恐
れ
が
あ
る
方

に
対
し
、
１
人
当
た
り
５
枚
を

緊
急
配
布
し
た
い
。

　

な
お
、
配
付
に
当
た
っ
て
は
、

市
内
で
感
染
者
が
発
生
し
、
感

染
拡
大
の
恐
れ
が
非
常
に
強

ま
っ
て
い
る
状
況
で
、
市
場
で

の
マ
ス
ク
の
入
手
が
困
難
な
場

合
な
ど
状
況
を
見
極
め
て
対
処

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ

は
、
自
衛
隊
誘
致
あ
り
き
の
結

論
を
引
き
出
し
、
本
市
の
方
針

と
し
て
打
ち
出
す
こ
と
が
目
的

で
な
い
か
。
自
衛
隊
誘
致
の
問

題
は
、
議
会
に
と
っ
て
も
市
民

に
と
っ
て
も
世
論
を
二
分
す
る

大
問
題
で
あ
り
、
広
く
公
開
の

上
で
議
論
し
、
そ
の
是
非
を
決

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）
調
査
検
討
委
員
会

は
、
自
衛
隊
と
の
連
携
強
化
の

方
策
や
誘
致
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
自
由
な
意
見
交
換
を
行
う

研
究
の
場
で
あ
り
、
委
員
会
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
特

別
の
状
況
が
な
い
限
り
、
公
開

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

な
お
、
議
論
が
進
み
、
次
の

段
階
に
な
っ
た
場
合
は
、
市
民

の
意
見
や
世
論
の
動
向
な
ど
に

問答

留
意
し
、
公
募
の
委
員
も
含
め

て
新
し
い
委
員
会
を
つ
く
り
、

新
た
な
議
論
を
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。

問　

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
今
日
ま
で
地
区
公
民

館
で
は
、
備
品
や
現
金
を
盗
ま

れ
る
事
件
が
現
実
に
起
き
て
い

る
。
本
市
で
は
、
平
成
16
年
４

月
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

基
準
を
施
行
し
て
お
り
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
も
、
地

区
公
民
館
や
保
育
園
等
に
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）
現
在
は
、
現
金
等

の
一
時
的
保
管
に
つ
い
て
は
、

金
庫
や
鍵
の
掛
か
る
と
こ
ろ
な

ど
に
保
管
し
て
い
る
が
、
さ
ら

問答 公
的
施
設
の

防
犯
体
制
に
つ
い
て

長坂　則翁
（民主・民世会）

に
し
っ
か
り
し
た
金
庫
、
あ
る

い
は
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
の

セ
ン
サ
ー
つ
き
の
ラ
イ
ト
を
設

置
し
、
当
面
の
防
犯
対
策
に
し

鳥
取
方
式
に
よ
る

校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て桑田　達也

（公明党）

教
　

　

　

育

問　

緑
の
基
本
計
画
に
お
け
る

芝
生
化
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
の
向
上
、
防
災
危

機
管
理
面
で
の
整
備
利
用
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
と
し
て
の

活
用
の
意
味
か
ら
も
校
庭
の
芝

生
化
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）
市
内
の
先
駆
的
な

問答

新型インフルエンザ対策として備蓄されているマスク

セキュリティシステムの導入が急がれる地区公民館

問　

鳥
取
市
は
、
19
万
１
０
０
０

枚
の
マ
ス
ク
を
備
蓄
品
と
し
て

保
管
し
て
い
る
。
せ
め
て
、
妊

婦
、
透
析
患
者
、
特
定
疾
病
患

問

て
い
き
た
い
。

　

情
報
管
理
に
つ
い
て
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
強
化

の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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時
に
迎
え
に
来
る

の
は
現
実
的
に
難

し
い
と
考
え
て
お

り
、
開
設
時
間
の

延
長
や
入
級
条
件

の
見
直
し
に
つ
い

て
お
願
い
し
て
い

る
。　

　

今
後
と
も
、
運

営
主
体
の
保
護
者

会
や
指
導
員
、
学

校
な
ど
、
関
係
者

で
協
議
し
、
よ
り
よ
い
児
童
ク

ラ
ブ
に
な
る
よ
う
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

こ
と
で
あ
る
が
、
予
算
執
行
さ

れ
た
中
で
、
事
業
効
果
実
績
が

大
き
い
も
の
で
特
記
す
べ
き
事

業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

答
（
市
長
）
１
点
目
に
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
地
域
再
生

を
掲
げ
、
地
区
公
民
館
の
充
実

強
化
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

組
織
化
、
活
動
支
援
に
取
り
組

ん
だ
。　

答

※ス
ク
ー
ル・ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

構
想
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

開
設
時
間
に
つ
い
て

平
成
20
年
度

決
算
見
込
み
に
つ
い
て

河根　裕二
（公明党）

武田えみ子
（公明党）

谷口　輝男
（清和会）

行

財

政

改

革

取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
公
園
・

園
庭
・
校
庭
な
ど
全
般
的
に
芝

生
化
の
対
象
を
広
げ
、
可
能
な

条
件
を
整
え
、
緑
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
、
緑
の
基
本
計
画
に
取

り
組
む
。

　

校
庭
の
芝
生
化
は
、
教
育
活

動
の
場
と
い
う
本
来
の
機
能
か

ら
の
判
断
が
必
要
で
あ
る
が
、

避
難
場
所
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
発

着
場
な
ど
特
例
的
な
場
合
で

も
、
一
定
の
効
果
を
発
揮
す
る

こ
と
は
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

経
費
の
大
小
で
は
な
く
、
必
要

な
こ
と
は
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
教
育
長
）
校
庭
の
芝
生
化
に
つ

中
学
校
全
校
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
対
応
で
き
る
改
修
工
事

を
実
施
し
、
文
部
科
学
省
推
奨

の
50
イ
ン
チ
テ
レ
ビ
を
概
ね
３

ク
ラ
ス
に
１
台
の
割
合
で
合
計

２
０
０
台
配
置
す
る
。

　

ま
た
、
最
新
式
の
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
方
式
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
26

台
の
整
備
、
小
・
中
学
校
に
各

１
台
の
電
子
黒
板
又
は
電
子
黒

板
つ
き
の
テ
レ
ビ
の
配
置
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
学
習
指
導

要
領
へ
の
対
応
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
各
地
区
公
民
館
に
も

１
台
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
の
導
入
を
予
定
し
て

い
る
。

問　

開
設
時
間
が
午
後
５
時
ま

で
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ

る
が
、
設
置
目
的
か
ら
言
っ
て

も
、
こ
れ
で
は
子
育
て
支
援
の

事
業
に
な
っ
て
い
な
い
。
午
後

５
時
ま
で
に
保
護
者
が
迎
え
に

行
く
の
は
厳
し
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

問

鳥取方式で芝生化の進む中ノ郷小学校の校庭

ＩＣＴ（情報通信技術）を取り入れた授業の様子

子育て支援策の一端を担う放課後児童クラブ

問　

学
校
等
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
環
境
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
補
正
予

算
が
最
初
で
最
後
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
。
具
体
的
な
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
教
育
長
）
学
校
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、小
・

問答

問　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
と

も
黒
字
決
算
の
見
込
み
と
の

問

い
て
は
、
維
持

管
理
の
面
を
一

番
懸
念
し
て
い

る
が
、
学
校
で

維
持
管
理
が
で

き
る
体
制
が
整

え
ば
、
積
極
的

に
支
援
を
し
て

い
く
方
針
で
あ

る
。

積
極
的
な
関
与
を
深
め
て
い
き

た
い
。

※スクール・ニューディール構想：文部科学省が提唱している「21 世紀の学校」にふさわしい教育環境の抜本的充
実を図る構想。学校耐震化の早期推進、学校への太陽光発電の導入をはじめとしたエコ改修、ＩＣＴ（情報通信技術）
環境の整備等を一体的に推進するもの。

答
（
教
育
長
）
実
際

に
は
多
く
の
ク
ラ
ブ

が
午
後
５
時
半
過
ぎ

ま
で
は
開
設
し
て
い

る
が
、
保
護
者
会
が

雇
用
し
て
い
る
指
導

員
の
雇
用
条
件
な
ど

か
ら
、
午
後
５
時
ま

で
に
保
護
者
の
迎
え

が
来
る
こ
と
を
入
級

条
件
に
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
も
あ
る
。

　

保
護
者
が
午
後
５

答
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問　

子
育
て
世
代
の
み
な
ら
ず

問

問　

清
州
市
と
の
交
流
再
開
の

見
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
オ

ル
ド
ス
市
と
交
流
宣
言
を
結
ば

れ
た
が
、
交
流
宣
言
の
法
的
な

位
置
付
け
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
市
長
）
平
成
20
年
７
月
に

清
州
市
長
か
ら
の
書
簡

に
よ
り
、
全
て
の
交
流

事
業
が
保
留
と
さ
れ
て

以
来
、
民
間
レ
ベ
ル
で

の
交
流
は
続
い
て
い
る

が
、
両
市
の
交
流
は
正

式
な
再
開
に
至
っ
て
い

な
い
。

　

し
か
し
、
国
家
間
の

問
題
と
市
民
交
流
と
は

別
と
の
ス
タ
ン
ス
で
交

問答

人
権
と
同
和
行
政

に
つ
い
て

若
者
に
対
す
る

支
援
施
策
に
つ
い
て

国
際
交
流
に
つ
い
て

角谷　敏男
（共産党）

入江　順子
（こう風）

上杉　栄一
（こう風）

人
　

　

　

権

次

世

代

育

成

国

際

交

流

答
（
市
長
）
鳥
取
県
で
は
「
と

き
め
き
☆
巡
り
逢
い
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
本
市
を
含
む
東
部
圏
域

で
は
、
東
部
広
域
行
政
管
理
組

合
が
主
体
と
な
っ
て
「
因
幡
発

見
ふ
れ
あ
い
事
業
・
プ
チ
・
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
い
な
ば
」
を

実
施
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て

は
、
今
後
と
も
結
婚
活
動
（
婚

活
）
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
若
者
の
抱
え
て
い
る
問

題
を
十
分
に
解
決
で
き
る
地
域

社
会
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
支
え

て
い
く
若
者
の
活
動
や
定
住
を

支
え
て
い
く
仕
掛
け
が
、
本
市

に
求
め
ら
れ
て
い
る
対
策
で
あ

る
と
考
え
る
。

答

流
し
て
い
る
都
市
も
あ
り
、
清

州
市
も
同
じ
ス
タ
ン
ス
に
立
っ

て
交
流
再
開
で
き
な
い
か
、
意

思
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

（
企
画
推
進
部
長
）
世
界
砂
像

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
「
オ
ル

ド
ス
市
の
日
」
に
取
り
交
わ
し

た
交
流
宣
言
は
、
両
市
の
今
後

の
交
流
に
つ
い
て
現
時
点
で
の

共
通
認
識
を
対
外
的
に
表
明
し

た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
法

的
な
位
置
づ
け
は
な
く
、
拘
束

を
受
け
る
も
の
で
も
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

２
点
目
に
、
鳥
取
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
及
び
販
路

の
拡
大
の
た
め
、
鳥
取
駅
に
ふ

る
さ
と
物
産
館
を
開
設
し
た
。

　

３
点
目
に
知
名
度
ア
ッ
プ
の

一
環
と
し
て
、
砂
の
彫
刻
の
ま

ち
鳥
取
を
関
西
に
強
く
印
象
づ

け
る
た
め
大
阪
の
光
の
ル
ネ
サ

問　

運
動
団
体
に
人
権
交
流
プ

ラ
ザ
へ
の
入
居
を
許
可
し
て
い

る
が
、
今
日
、
様
々
な
人
権
を

求
め
る
団
体
が
活
動
し
て
い
る

中
で
、
特
定
団
体
に
限
っ
て
入

居
さ
せ
る
こ
と
は
、
不
公
平
で

あ
り
、
改
善
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

問

ン
ス
に
砂
像
を
展
示
し
た
。

　

４
点
目
に
無
利
息
の
短
期
融

資
制
度
を
創
設
し
、
中
小
企
業

の
資
金
繰
り
を
支
援
し
た
り
、

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
、
定
額
給
付
金
、

子
育
て
応
援
特
別
手
当
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
。

答
（
人
権
政
策
監
）
部
落
解
放

同
盟
鳥
取
県
連
合
会
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
連
合
会
と
、
県
と

市
町
村
協
議
会
が
協
議
の
上
、

同
和
問
題
の
解
決
を
主
目
的
と

し
た
拠
点
施
設
と
し
て
設
置
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
、
鳥
取
県
連

答

交流宣言を交わしたオルドス市の舞踏団

運動団体が入居している人権交流プラザ
合
会
は
継
続
し
て
様
々
な
人
権

啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
こ
の
施
設
の
設
置

目
的
に
照
ら
し
、
判
断
す
る
中

で
使
用
を
許
可
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　

今
の
と
こ
ろ
急
激
な
変
化
は

考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
見
直

し
に
向
け
、
団
体
と
の
協
議
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

結
婚
か
ら
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
ま
で
の
期
間
や
子
ど

も
が
18
歳
を
過
ぎ
て
か

ら
の
期
間
の
施
策
が
乏
し

い
。
次
世
代
育
成
の
政
策

と
若
者
支
援
の
政
策
が
連

携
し
、
ま
た
結
婚
に
つ
い

て
行
政
と
し
て
働
き
か
け

が
必
要
で
は
な
い
か
。
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委
員
会
視
察
報
告

「
追
加
提
案
」

問　

追
加
提
案
と
は
、
ど
ん
な

も
の
で
す
か
？

答　

議
案
は
、
議
会
招
集
日
に

提
出
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で

す
。
議
会
招
集
の
日
に
提
出

さ
れ
た
後
に
、
さ
ら
に
別
の

議
案
を
後
日
追
加
し
て
提
出

す
る
こ
と
を
追
加
提
案
と
言

い
ま
す
。

問　

追
加
提
案
は
、
ど
ん
な
場

合
に
出
さ
れ
る
の
？

答　

議
会
招
集
後
に
議
決
の
必

要
が
生
じ
た
場
合
な
ど
、
何

ら
か
の
事
情
で
会
期
初
日

に
提
出
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
、
会
期
途
中
に
追
加
し
て

提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問　

追
加
し
て
提
案
さ
れ
る
議

案
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
？ 

答　

今
定
例
会
で
は
、
国
の
第

２
次
補
正
予
算
に
呼
応
し
た

大
型
補
正
予
算
な
ど
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

平
成
18
年
６
月
議
会
か
ら

今
定
例
会
ま
で
の
３
年
間
で

出
さ
れ
た
追
加
提
案
さ
れ
た

案
件
に
は
、
予
算
関
係
（
18

件
）、
人
事
関
係
（
５
件
）、

条
例
案
件
（
２
件
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

問答問答問答

委員会の視察状況
委員会名 視察日程 視察場所 視察項目

議会運営委員会 ４月13日（月）
～15日（水）

愛知県豊田市 ①予算・決算の審査手法について
②政務調査費の使途について

( 各市共通 )
三重県四日市市
大阪府枚方市

総務企画委員会 ４月20日（月）
～22日（水）

三重県津市 ①市町村合併と新市まちづくり及び支
所機能のあり方について

静岡県浜松市 ②事業仕分けの取り組みについて、シ
ティプロモーション事業について

千葉県市川市 ③市民活動団体支援制度にについて

福祉保健委員会 ５月18日（月）
～20日（水）

愛知県名古屋市 ①平均工賃 10万円達成の取り組みにつ
いて（わだちコンピューターハウス）

石川県加賀市 ②地域密着型サービス事業者との協働
の取り組みについて

滋賀県大津市 ③健康診査の受診者向上の取り組みに
ついて

文教経済委員会 ５月18日（月）
～20日（水）

東京都日野市 ①学校給食業務の民間委託について
山梨県甲斐市 ②ミニボートピア双葉について
長野県小諸市 ③新規就農者支援施策について

建設水道委員会 ４月20日（月）
～22日（水）

埼玉県久喜市 ①ごみ減量化対策について
群馬県太田市 ②上下水道の経営改善策について

埼玉県さいたま市 ③総合評価入札及び電子入札の取り組
みについて

委
員
会
の
所
管
事
務
の
先
進
事
例
や
類
似
事
例
な
ど
を
視
察
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
識
見

を
高
め
、
そ
の
視
察
成
果
を
市
政
の
課
題
解
決
に
生
か
す
た
め
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
各

委
員
会
で
は
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
会
で
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
報

告
し
ま
す
。

総務企画委員会

民意を反映した施策とするため、事業につい
て広く市民に説明し、討議の場を設け、施策
実施後に検証をするサイクルが徹底されるこ
とが必要だ。本市において、更なる職員の意
識改革と事業の熟知が必要と考える。

（②より）

議会運営委員会

予算・決算について、全議員が
関わり、理解し結論を出すのは
非常に難しい。本市議会におけ
る予算・決算の審査方法につい
て、今回の調査を踏まえつつ、
問題点を検証検討し、よりよい
審査ができるよう改革を進める
べきと考える。

建設水道委員会

久喜市の徹底したごみの分別や生ごみの全量
堆肥化に向けての取り組みは、参考になるも
のであった。本市においても、社会情勢など
を勘案し、今後もごみ減量化の推進に向け、
さらなる議論をしていく必要がある。

（①より）

福祉保健委員会

授産施設での工賃増加は利用者の就労意欲と
自立した生活を送るには不可欠である。利用
者自身が仕事の進行や施設の運営を行い、社
会的価値のある仕事や新規事業に取り組むな
ど、特性に応じた就労形態は参考にすべきと
感じた。 （①より）

文教経済委員会

甲斐市のミニボートピアは、大きな企業がな
い自治体にとっては、施設から得る収入や雇
用創出などのメリットがある。また、警備等
も十分に体制整備されており、本市の施設設
置について考える上で、参考になった。

（②より）

市
議
会
Ｑ
＆
Ａ

とっとり市議会だより　No.145 10



請　願
《不採択となったもの》
・場外舟券売場誘致に反対する請願
（理由）地元自治会と事業者間の基本協定において、文教上、環境
上、防犯上の配慮について十分に対応される内容が盛り込まれて
いること、またミニボートピア施設設置が、ギャンブル依存症を
飛躍的に増やす要因になるとは必ずしも考えられないため。

陳　情
《採択となったもの》
・醇風小学校放課後児童クラブの専用施設設置についての陳情
（理由）趣旨が妥当であると認められるため。
・「(仮 )ミニボートピア鳥取」に関する陳情
（理由）趣旨が妥当であると認められるため。

《不採択となったもの》
・業務委託の要望についての陳情（他同様の趣旨の陳情 1件）
（理由）本市と岩美町との協定に基づいた業務であり、本件は岩美
町が判断し解決されるべき問題である。
・一般廃棄物に関する陳情
（理由）一般廃棄物の処理は、行政の責任で行う必要があるため。
・スカッシュ・コートの設置についての陳情
（理由）市民体育館にスカッシュ・コートを設置することは、現実
的に実施困難と考えられるため。
・鳥取市の片原駐車場を廃止して跡地にスカッシュ・コートを備え
た市営のスポーツ・ジムを建設することについての陳情
（理由）片原駐車場を廃止して、スポーツ・ジムを建設することは、
現実的に実施困難と考えられるため。
・物価上昇に見合う年金引き上げについての意見書提出を求める陳情
（理由）本件は年金制度の根幹に関わることであり、年金制度自体
の破綻が避けられなくなると考えられるため。
・最低賃金の引き上げと中小企業対策の拡充を求める意見書提出を
求める陳情
（理由）現実的に実施困難と考えられる内容が含まれているため。
・ミニマムアクセス米の輸入見直しに関する意見書提出を求める陳情
（理由）現段階では、ウルグアイ・ラウンドの農業合意を遵守しな
ければならず、ミニマムアクセス米の輸入全面見直しまでには踏
み込めないと考えるため。
・「農地法改正案」の廃案を求める意見書提出を求める陳情
（理由）現在国会審議中である改正案に対する修正案では、地域農
業の調和に悪影響を与えることがないような配慮がなされている
と考えるため。
・鳥取市南隈の場外舟券売場の建設に反対することを求める陳情
（理由）地元自治会と事業者間の基本協定において、文教上、環境
上、防犯上の配慮について十分に対応される内容が盛り込まれて
いること、またミニボートピア施設設置が、ギャンブル依存症を
飛躍的に増やす要因になるとは必ずしも考えられないため。
・旧岡崎邸の現地保存についての陳情
（理由）鳥取市文化財審議会の結論を踏まえ、旧岡崎邸の現地保存
は困難と判断したため。
・障害者自立支援法の事業者報酬の抜本的見直しを求める意見書提
出を求める陳情
（理由）本件は障害者自立支援法の趣旨に沿ってないと考えられる
ため。
・小規模作業所の存続と小規模作業所の利用者負担の廃止について
の陳情
（理由）本件は障害者自立支援法の趣旨に沿ってないと考えられる
ため。
・「雇用促進住宅の存続と入居者の居住権の保障を求める意見書」提
出を求める陳情
（理由）要請事項４について、雇用促進住宅を本市が譲り受けるこ
とは現実的に困難なため。

《継続審査》
・気候保護法制定についての意見書提出を求める陳情
（理由）さらに調査研究をする必要があるため。
・鳥取クレー射撃場の開場についての陳情（他同様の趣旨の陳情1件）
（理由）継続して調査研究をする必要があるため。

6月定例会で審査された 請願・陳情

平成 21年第３回鳥取市議会臨時会附議案議決結果
（6月 29 日㈪開催）　

人
権
擁
護
委
員
〈
推
薦
〉

・
竹
内
文
彦
（
新
任
）

・
北
村　

晃
（
新
任
）

・
池
本
道
子
（
再
任
）

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

人　
　

事　
（
敬
称
略
）

■
姉
妹
都
市
意
見
交
換
会

園
庭
芝
生
化
事
業
「
鳥
取

方
式
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

　
「
鳥
取
方
式
」
に
よ
る
芝
生

化
事
業
を
テ
ー
マ
に
、
姫
路
市

議
会
と
の
姉
妹
都
市
親
善
交
換

会
を
４
月
30
日
鳥
取
市
に
て
行

い
ま
し
た
。

　
「
鳥
取
方
式
」
で
芝
生
化
さ

れ
た
、
の
ぞ
み
保
育
園
の
園
庭

を
現
地
視
察
後
、
執
行
部
か
ら

「
園
庭
芝
生
化
事
業
『
鳥
取
方

式
』
に
つ
い
て
」
の
説
明
を
受

け
、
導
入
コ
ス
ト
や
維
持
管
理

等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
、
理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。

■
Ｊ
Ｃ
と
の
意
見
交
換
会
開
催

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
は
、
各
種
課
題
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
そ
の

解
決
の
糸
口
を
探
る
た
め
、
社

団
法
人
鳥
取
青
年
会
議
所
と
意

見
交
換
会
を
６
月
４
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
場
で
は
、
砂
像

を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
、
学

校
・
学
年
単
位
で
の
ま
ち
む
ら

交
流
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
、
中
心

市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
夜
の

交
通
政
策
な
ど
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
今
後
と
も
意
見

交
換
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
中

国
市
議
会
議
長
会
表
彰
を
伝
達

　

長
年
に
わ
た
り
市
政
に
貢
献

し
た
功
労
者
と
し
て
、
上
杉
栄

一
議
員
、
湯
口
史
章
議
員
が
全

国
市
議
会
議
長
会
か
ら
、ま
た
、

中
島
規
夫
議
長
が
中
国
市
議
会

議
長
会
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

５
日
の
定
例
会
初
日
に
伝
達

が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
上
杉
栄
一
議
員
へ
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

区 分 議案番号 案件と概要 議決結果

予 算 106
平成21 年度鳥取市一般会計補正予算（第3号）
（補正前　85,844,954 千円　　補正額　41,989 千円
補正後　85,886,943 千円）

原案可決

その他
(4 件 )

107

鳥取市と若桜町との一般廃棄物の焼却等に関する事務の委託
に関する協議について（八頭環境施設組合が管理運営する「ク
リーンセンターやず」の稼動期限が平成21 年６月をもって満
了することとなり、鳥取市と若桜町との一般廃棄物の焼却等に
関する事務の委託に関する協議について議決を得るもの）

原案可決

108

鳥取市と智頭町との一般廃棄物の焼却等に関する事務の委託
に関する協議について（八頭環境施設組合が管理運営する「ク
リーンセンターやず」の稼動期限が平成21 年６月をもって満
了することとなり、鳥取市と智頭町との一般廃棄物の焼却等に
関する事務の委託に関する協議について議決を得るもの）

原案可決

109

鳥取市と八頭町との一般廃棄物の焼却等に関する事務の委託
に関する協議について（八頭環境施設組合が管理運営する「ク
リーンセンターやず」の稼動期限が平成21 年６月をもって満
了することとなり、鳥取市と八頭町との一般廃棄物の焼却等に
関する事務の委託に関する協議について議決を得るもの）

原案可決

110
業務委託に関する契約の締結について（市道楠城山崎線付
替工事　道路付替工事　L＝1.1km　契約金額：369,500,000
円　契約相手方：契約担当官　中国地方整備局長　藤田武
彦）

原案可決
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平成 21年６月鳥取市議会定例会附議案等議決結果（予算・条例・その他）

編集委員会からのお知らせ
　市民に親しまれる市議会だよりの一環とし
て、市議会だよりの表紙写真を募集します。
次号の題材は、「市民の暮らし ( 秋 )」です。
詳しくは、鳥取市議会のホームページ
（http://www.city. tottori.lg.jp/ より）をご覧に
なるか、事務局にお問い合わせください。

●環境標語：エコライフ　みんな楽しく　地球喜ぶ

９
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

９
月
１
日（
火
）　

開
会
・
提
案
説
明
・
決
算

審
査
特
別
委
員
会

　
　

２
日（
水
）　

休　

会（
議
案
調
査
）

　
　

３
日（
木
）　

一
般
質
問

　
　

４
日（
金
）　

一
般
質
問

　
　

５
日（
土
） 　

休　

会

　
　

６
日（
日
）　 

休　

会

　
　

７
日（
月
）　

委
員
会

　
　

８
日（
火
）　

一
般
質
問

　
　

９
日（
水
）　

一
般
質
問

　
　

10
日（
木
）　

休　

会（
議
案
調
査
）

　
　

11
日（
金
）　

一
般
質
問
・
質
疑

　
　

12
日（
土
）　 

休　

会

　
　

13
日（
日
） 　

休　

会

　
　

14
日（
月
）　

委
員
会

15
日（
火
）　

委
員
会

　
　

16
日（
水
）　

討
論
・
採
決
・
決
算
審
査

特
別
委
員
会

　
　

17
日（
木
）　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

18
日（
金
）　

決
算
審
査
分
科
会

　
　

19
日（
土
）　

休　

会

　
　

20
日（
日
）　

休　

会

　
　

21
日（
月
）　

休　

会

　
　

22
日（
火
）　

休　

会

　
　

23
日（
水
）　

休　

会

　
　

24
日（
木
）　

決
算
審
査
分
科
会

　
　

25
日（
金
）　

決
算
審
査
分
科
会

　
　

26
日（
土
）　

休　

会

　
　

27
日（
日
）　

休　

会

　
　

28
日（
月
）　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

29
日（
火
）　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

30
日（
水
）　

討
論
・
採
決
・
閉
会

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

古紙配合率 100%再生紙を使用しています

区分 議案番号 案　　件　　名 議決結果

予算
（6件）

79 平成 21 年度鳥取市一般会計補正予算（第 1号）（補正前　80,420,000 千円　補正額　945,699 千円　補正後　81,365,699 千円） 原案可決

80 平成 21 年度鳥取市下水道事業費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　10,452,135 千円　補正額　401,500 千円　補正後　10,853,635 千円） 原案可決

81 平成 21 年度鳥取市簡易水道事業費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　694,895 千円　補正額　4,300 千円　補正後　699,195 千円） 原案可決

82 平成 21 年度鳥取市病院事業会計補正予算（第 1号）（補正前　9,190,068 千円　補正額　2,588 千円　補正後　9,192,656 千円） 原案可決

100 平成 21 年度鳥取市一般会計補正予算（第 2号）（補正前　81,365,699 千円　補正額　4,479,255 千円　補正後　85,844,954 千円） 原案可決

101 平成 21 年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第 1号）（補正前　17,556,795 千円　補正額　10,466 千円　補正後　17,567,261 千円） 原案可決

条例
（7件）

83 鳥取市職員退職手当支給条例の一部改正について（退職後に職員としての在職期間中に懲戒免職等処分を受けるべき行為をしたと認められるに
至った者に係る退職手当の全部又は一部の返納処分等、退職手当について新たな支給制限及び返納制度を設けるもの） 原案可決

84 鳥取市税条例の一部改正について（地方税法等の一部改正に伴い、個人の市民税における新たな住宅借入金等特別税額控除の創設、長期譲渡所
得に係る特別控除の創設等の所要の整備を行うもの） 原案可決

85 鳥取市手数料条例の一部改正について（長期優良住宅の普及の促進に関する法律の施行に伴い、長期優良住宅建築等計画の認定等の申請に係る
手数料を定めるもの） 原案可決

86 鳥取市集会所の設置及び管理に関する条例の一部改正について（鳥取市福部町上野集会所、鳥取市用瀬町用瀬 1区集会所及び鳥取市鹿野町山根
町集会所を地元町内会に譲渡するため廃止するもの） 原案可決

87 鳥取市簡易水道事業給水条例の一部改正について（簡易水道施設の整備により、河内及び槇原（小原地域に限る。）給水区域の水道料金を改定
するもの） 原案可決

88 鳥取市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について（市立病院に緩和ケア病棟を設置することに伴い、一般病床の変更を行うもの） 原案可決

102 一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部改正について（地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律（平成 14 年法律第 48 号）
の規定に基づき、一定の期間内に限り業務量の増加が見込まれる業務等に従事させる任期を定めた職員の採用等について定めるもの） 原案可決

その他
（13 件）

89 八頭環境施設組合規約の変更について（可燃ごみ処理施設の廃止に伴う規約の変更について協議するもの） 原案可決

90 財産の無償譲渡について（鳥取市福部町上野集会所、鳥取市用瀬町用瀬 1区集会所及び鳥取市鹿野町山根町集会所を地元町内会に譲渡するもの） 原案可決

91 業務委託に関する基本協定の締結について（秋里下水終末処理場電気設備更新工事　契約金額:1,270,000,000円　契約相手方:日本下水道事業団） 原案可決

92 業務委託に関する協定の締結について（千代水クリーンセンター増設工事　契約金額 :487,000,000 円　契約相手方 : 日本下水道事業団） 原案可決

93 工事請負契約の締結について（（仮称）鳥取市立河原幼保園新築（建築）工事　木造平屋建て　契約金額 :312,480,000 円　契約相手方 : 代表者
　株式会社懸樋工務店　構成員　大和建設株式会社） 原案可決

94 工事請負契約の締結について（鳥取市立修立小学校校舎改築（建築第一工区）工事　鉄筋コンクリート造 3 階建　2579.54㎡　契約金額
:350,070,000 円　契約相手方 : 代表者　株式会社大佐古組　構成員　株式会社田中建設） 原案可決

95 工事請負契約の締結について（鳥取市立修立小学校校舎改築（建築第二工区）工事　鉄筋コンクリート造 1階建　450.52㎡　渡廊下　鉄骨造平
屋建　55.25㎡　契約金額 :186,900,000 円　契約相手方 : 代表者　株式会社原田建設　構成員　田中工業株式会社） 原案可決

96 工事請負契約の締結について（鳥取市中ノ郷地区体育館新築（建築）工事　鉄骨造平屋建　延床面積 670.38㎡　契約金額 :142,140,600 円　契
約相手方 : 大和建設株式会社） 原案可決

98 専決処分事項の報告及び承認について（平成 20 年度鳥取市一般会計補正予算（第 7号）専決処分の報告及び承認（平成 21 年 3月 31 日専決）） 承　　認

99 専決処分事項の報告及び承認について（鳥取市税条例の一部改正について専決処分の報告及び承認（平成 21 年 3月 31 日専決）） 承　　認

103 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について（辺地に係る公共的施設の総合整備計画（高路）を策定するもの） 原案可決

104 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部（岩坪、国府町雨滝、河原町北村）を変更
するもの） 原案可決

105 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について（鳥取市過疎地域自立促進計画（後期　平成 17 年度 ~21 年度）の一部（用瀬町地域）を変更するもの） 原案可決

人事
（1件） 97 人権擁護委員候補者の推薦について（委員 6名の任期満了に伴い、後任を推薦するにあたり、同意を得るもの　竹内文彦（新任）、北村晃（新任）、

池本道子（再任）） 同　　意

報告
（7件）

4 繰越明許費繰越計算書について（平成 20 年度一般会計、特別会計（土地区画、下水、簡易水道、墓苑、集落排水、観光施設、後期高齢者医療）） 報　　告

5 平成 20 年度水道事業会計予算の繰越について（平成 20 年度水道事業会計） 報　　告

6 出資法人の経営状況を説明する書類の提出について（土地開発公社他鳥取市外郭団体全 19 法人） 報　　告

7 専決処分事項の報告について（平成 21 年 1 月 21 日鳥取市湖山西一丁目地内において発生した、公用車と相手方車両との接触事故の損害賠償
の額及び和解について報告するもの（平成 21 年 3月 16 日専決）） 報　　告

8 専決処分事項の報告について（平成 21 年 3 月 13 日に発生した自転車放置禁止区域周知看板による物損事故の損害賠償の額及び和解について
報告するもの（平成 21 年 3月 31 日専決）） 報　　告

9 専決処分事項の報告について（平成 21 年 3 月 13 日の強風により、鹿野町総合支所の屋根の一部が破損して、駐車場に駐車していた車のフロ
ントガラスや車体を損傷した物損事故の損害賠償の額及び和解について報告するもの（平成 21 年 4月 30 日専決）） 報　　告

10 専決処分事項の報告について（市営住宅の入居者に対し、市営住宅の明渡しを求めるとともに、当該入居者及び連帯保証人に対し、当該市営住
宅に係る未納家賃及び損害賠償金の支払い並びに訴訟費用の負担を求めるため、訴えの提起をしたので報告するもの（平成 21年 4月 30日専決）） 報　　告

議員提出
（3件）

5 新たな過疎対策法の制定を求める意見書の提出について 原案可決

6 ハローワーク機能の抜本的強化を求める意見書の提出について 原案可決

7 国直轄事業負担金の見直しを求める意見書の提出について 原案可決
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